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乙女高原の半自黙草原群落内に出現した維管束植物

大津千晶

Flora of semi-natural grassland community in Otome Kohgen 

Chiaki OTSU 

Summary : 1 surveyed畳oraof wild vascular plants in grassland community in Otome Kohgen in 

Yamanashi city. As a r田叫t，214 species， 144 genera， ωfami1ies of vasc叫町 plants(171 of herbaceous 

species and 43 of woody plant specie母wererecorded. 

要旨:山梨市の乙女高原の高薬草本群落に出現する野生植物の目録を作成した。調査の結果、 60科 144属

214種(草本種:171、木本種:43)の維管東植物が記録された。

1 はじめに

半自然草原とは、茅場や採草地、放牧地とし

て人が活用することで維持されてきた草原を指

す。日本国内の半自然草原は、かつては身近に

多く存在していたが、 1960年代以降に急速に生

産的価値が失われ、土地利用の変化や放棄後の

遷移の進行などによって面積を縮小させた。そ

の結果、多くの草原性の動植物の減少が進んで

おり、保護の重要性が高まっている(大窪圃土

田1998)。
乙女高原は山梨市内の山地帯に位置する、半

自然草原(高茎草本)群落およびカラマツ林、

落葉広葉樹林を含むエリアを指す。乙女高原の

草原群落は希少な動植物種の生育・生息が確認

されている数少ない草原群落のひとつである。

これらの草原群落ではボランティア団体である

乙女高原ファンクラプによって草刈りなどの群

落の保全活動や遊歩道整備、環境教育活動など、

様々な活動が展開されている。このように、貴

重な自然環境が残されており、自然環境の保存

と活用の調和を図ることが必要な地域であるこ

とから、県の自然環境保全地区の自然活用地区

に指定されている。また、草原群落は冷涼な気

候下にあり、夏季を中心に様々な植物種の開花

がみられるため、県の重要な観光地のひとつと

なっている。

しかし、これらの草原群落では近年開花の減

少が報告されるようになった。乙女高原の周辺

地域でニホンジカの密度増加が報告されている

(Iijima and Ueno 2016)。また、草原群落内に設

置した小規模植生保護柵の試験から、柵内より

も柵外で開花植物の開花数が少なくなっている

ことが乙女高原ファンクラブによって確認され

た。以上の結果を踏まえ、 2015年にはニホンジ

カの食害からの保護を目的として、草原群落全

体を囲う大型の植生保護柵が設置された。本調

査では、今後植生保護柵の効果を検証していく

ための基礎資料として、草原群落内に出現する

維管束植物種のリストを作成した。

2 調査方法

2， 1 調査地

調査地は乙女高原のうち、大型植生保護柵に囲

われた、ススキMiscanthussinensisを優占種と

する半自然草原群落約5haの範凶とした(緯度

350 47' 59' -350 48' 04' N，経度1380 ~' 54'-

1380 38' 04' E、標高 1650-167白n)o2010年

から 2014年までの5年間の高原の年平均気温は

62t、最高気植は27.5t、最低気温はー15.5tだっ

た{乙女高原ファンクラブの計測による}。また、

高原に近接する乙女湖 (350 48.4'N、1380 39.3' 

本調査は、乙女高原ファンクラブからの技術協力依頼「植生保護柵の効果実証調査への協力について」のために実施した。
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E、標高1465m)のアメダスデ}タによると記録 ら今後も動態を注視していく必要があると考えら

が存在する過去7年間の年平均降水量は1471mm れる。

だった。

乙女高原の草原群落は、かつては茅場として

の採草が行われてきたと考えられる。終戦後か

ら2000年にかけてはスキ}場として整備するた

め草刈り管理が実施されてきた。その後2001年

に発足した乙女高原ファンクラプが保全活動を実

施し、ファンクラブが中心となって現在まで毎年

11月に2∞人前後の市民が参加する草刈りイベ

ントが実施きれており、草原景観が現在まで維持

されてきた。

2.2 調査方法

2015年の5、7、8、9月に植生保護榔設置予定

地内の遊歩道沿いを中心に踏査し、出現した維管

束植物種を記録した。また、植生保護柵設置後

2016年7、8月にも柵の設置部際の補足調査を実

施した。これらの調公結果をまとめて、維管束植

物種の目録を作成した。なお、種の分類と配列は

APG IIの分類体系(大場2010)にしたがった。

3 結果と考察

植生保護柵内で分布が確認された維管束植物は

60科144属214種(草本種:171、木本種 :43、

変種、品種含む)だった。このうち外来種は10

積認められ、全体の4.7%を占めた。表lにはこ

れらの出現種のうち、特に希少牲の高い種を除く

210種を掲載した。

増加したニホンジカの影響によって全国で植物

種の多様性の減少が報告されている(大橋ほか

2∞7 ;服部ほか 2010;石田ほか 2010;大津ほか

2011 ;阪口ほか却12)。乙女高原では現在まで草

原群落全体を対象とした植物相調査は実施されて

こなかったものの、乙女高原ファンクラブが過去

に観察により確認した主な積のうち、今回の調査

で消失が確認された種はみられていない。今後

は、今まで分布が確認されてこなかったが、柵の

設置により復元する種がみられるかどうか確認す

る必要があるだろう。また、群落内への侵入が確

認された外来種については在来種の保全の観点か
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表1 維管束植物種のリスト

Lycophytes小葉植物

科 学名 和名 外来種

ヒカゲノカズラ科 LycopodiaceaeLycopodium obscurum マンネンスギ

Euphyllophytes真葉植物

Moniliformopsesシダ短

科 学名 手口名 外来種

ハナヤスリ科句hioglossaceae Sceptridium ternatum ブユノノ、ナワフピ

トクサ科 Equisetaceae Equisetum ar開'nse スギナ

ゼンマイ科 Osumun Osmunda cinnamomea v.fokiensis ヤマドリゼンマイ

イワデンダ科 Woodsiaceae A註lyriu血 yokoscense ヘピノネゴザ

ヒメシダ科Thelypteridaceae τ'heJypt世 18pa.lustris ヒメシダ

~8gopterisconnecûHs ミヤマワラピ

オシダ科 Drγop胞ridaceae Dryopteris crassirhizoma オシダ

Spermatophyta種子植物

Gymnosperms裸子植物

科 学名 手口名 外来種

マツ科問naceae Abiesho田olepis ウラジロモミ

Larix kaempferi カラマツ

Pinus densiDora アカマツ

Angiospermae被子植物
8asal Angiosperms基部被子植物群

科 学名 軍日z名 外来種

マツブサ科 Schisandraceae Schisandra cl由主盟国18 チョワセンゴミシ



乙女高原の半自然草原群落内に出現した維管束植物 13 

Monocotyledons 単子葉植物

科 学名 和名 外来種

シュロソウ科 Melanthiaceae TriJJiu.盟主'schonos.誕i シロパナエンレイソワ

ユリ科 Liliaceae Lilium leichtl訟韮 1託r"grinum コオニユリ

ラン科 Orchidaceae Cepha.la.nthera long，必'rscteat8 ササパギンラン

Epipactis冒apillosa エゾスズラン

Uparis kumokか/ クモキリソウ

ぬ10tisussuriensIs トンボソウ

アヤメ科 lridaceae lris sa.nguinea アヤメ

ネギ科Alliaceae Allium thunbergji ヤマラッキョウ

キジカクシ科 Asparagaceae Hosta a.lbo盟世話'nata コパギボウシ

Hostamont，四 a オオパギボウシ

M国制幼emumdilatatum マイヅ/レソワ

Polygonatum odoratum v.pluriDorum アマドコロ

イグサ科 Juncaceae Juncus tenuis クサイ

Luzula multiDora ヤマスズメノヒエ

カヤツリグサ科Cyperaceae Carex b.即日r"culmis アオスゲ

白rexbre日r"culmisv. discoidea イトアオスゲ

αrrex InGIS8 カワラスゲ

Carex mitra臼 ヌカスゲ

Carex na.nella ホソパヒカグスゲ

Carex ner同 t8 シパスゲ

Carex oxyandra ヒメスゲ

αrex siderosticta タガネソワ

イネ科 Gr四 ineae Achna必erumextremiorientaJe ハネガヤ

Agropyron racemjferum アオカモジグサ

Agrostis a.lba コヌカグサ 。
Agrostis clavata ヤマヌカボ

Agr世話s量'accida ミヤマヌカボ

Arundinella組丘a トダシパ

Brachypodium sylvatic出湿 ヤマカモジグサ

CaJ.盟想TOStiSBr，皿 dinac，田 v.brachytricha ノガリヤス

Ca.l8Jl1母~ro武1S epjgeios ヤマアワ

Ca.la血agrostishakon田 sIs ヒメノガリヤス

Dactylis glomerata カモガヤ 。
Festuc8 arundin8c醐 オニウシノケグサ 。
Festuc80悶rI1li ウシノケグサ

M祖国'nthussinensIs ススキ

Muhlenbergja japonica ネズミガヤ
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(続き)
Monocotyledons 単子葉植物

科 学名 和名 外来種

イネ科 Gr田 ineae Phleum pratense オオアワガエリ 。
Poa annU8 スズメノカタピラ

Poa pratensis ナガハグサ 。
Poa viridula アオイチゴツナギ

Sasa nipponica ミヤコザサ

S8S8血orphaborealis スズタケ

Spodiopogon sibIrIcus オオアプラススキ

Dicotyledons真正双子葉植物

科 学名 手口名 外来種

キンポウゲ科 Ranunculaceae AconItum ja.ponIcum v.montanum ヤマトリカブト

Aquilegia buergeriana ヤマオダマキ

R却 unculusjaponicus ウマノアシガタ

官iaHctrumaqu韮'egiお韮"umv.intermedium カラマツソヴ

7na占ctrumminus v.hypofeucum アキカラマツ

TrolHus hondoensis キンパイソウ

タデ科 Polygonaceae Polygonum cuspidatum イタドリ

Polygo加盟関paJense タニソノ屯

Polygonum posumbu v.18xjflorum ハナタデ

Polygonum sIeboldii アキノウナギツカミ

Rumex acetosella ヒメスイバ

Rumexobtu国為，Jjus エゾノギシギシ 。
ナデシコ科 Caryophyllaceae C官富或1umholosteoides v. ar.理由話'folium ミミナグサ

Di.阻也~US 田pej池田 エゾカワラナデシコ

Dianthus superbus v.longicaJycinus カワラナデシコ

Lychnis miqueli.町 フシグロセンノウ

Moehringia latern置。'ra オオヤマブスマ

スグリ科 Grossulariaceae Ribes量阻dculatum ヤブサンザシ

ユキノシタ科 Saxi仕agaceae Astilbe microphy1l8 チダケサシ

Astilbe thunbergii アカショウマ

Astilbe thunbergii v.formosa ハナチダケサシ

ベンケイソウ科 Crassulaceae Sedum aizoon ホソノ4ノキリンソウ

Sedum k.出ntschaticum キリンソウ

ブウロウソウ科 Geraniaceae Ger，卸 iumkr，四回 タチブウロ

Geranium thUjめergii ゲンノショウコ
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(続き)

Dicotyledons真正双子葉植物

科 学名 和名 外来種

アカパナ科Onagraceae σrcaea erubescens タニタデ

耳piloむium血19ustifolium ヤナギラン

耳p丑obiu皿 cephaJos，垣rgma. イワアカパナ

Oenothera biennis メマツヨイグサ 。
ニシキギ科 Celastraceae ζ忌1astrusorbiculatus ツノレウメモドキ

Celastrus orbiculatus v.papiIlosus オニツルウメモドキ

Euonymus sieboldi.田 usV.S，曲郡訟eus カントウマユミ

Parn出 'Su，paJustris ウメノ〈チソウ

ヤナギ科 Salicaceae PopuJ.陥 ma却'mO附"czii ドロノキ

Populus sieboldii ヤマナラシ

SaJix bak量。 パッコヤナギ

スミレ科 Violaceae Viola 8cuminata エゾノタチツボスミレ

Viola co必!_n8 エゾアオイスミレ

Viola eizanensIs エイザンスミレ

Viola grypoceras タチツボスミレ

Vio18 hk，包'pes サクラスミレ

Viola主ceiskei ""'?lレノ『スミレ

Viola mandshurica スミレ

Viola par，包主主'li シロスミレ

Viola phaJaGrocarpa アカネスミレ

Viola rossii アウオfノスミレ

Viola sIeboldi.皿 a ヒゴスミレ

Viola tokubuch如 78V闘takedan8 ヒナスミレ

Viola開wecunda ツボスミレ

オトギリソウ科 Gutti色rae Hypericu血 8scyron トモエソウ

HyperIcum e同 ctum オトギリソウ

Hypericum 1.自由R コクオトギリ

マメ科 Leguminosae Amphicarpaea edgeworthii v.japonica ヤプマメ

Des皿'odiu盟 O君phyllum ヌスピトハギ

Lespedeza bIcolor f. acutIfolia ヤマハギ

ηifolium r，司pens シロツメクサ 。
パラ科 Rosaceae AgrImonI8 ja.ponIca. キンミズヒキ

Agrimonia nipponIca ヒメキンミズヒキ

Filipendula盟ulUjuga シモツケツワ

丹'ag;四 '8nipponic8 シロパナノヘビイチゴ

Geum aJeppicum オオダイコンソワ
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(続き)

Dicotyledons真正双子葉植物

科 学名 和名 外来種

パラ科 Rosaceae Malus sieboJdii ズミ

Potentilla cryptotaeniae v.insularIs ミツモトソウ

Pot，回世'iJa昔亀，garioidesV.mlljor キジムシロ

PotentiJJa fte月iana ミツバッチグリ

丹unusgra.開na ウワミズザクラ

F子'Unusma.xJmo悶czii ミヤマザクラ

Rubus cratae.語おlius クマイチゴ

Rubus microphyJJus v.subcrataegiおlius ミヤマニガイチゴ

S田明uisorha.Oj筒Cinalis ワレモコウ

Sorbus aln.βblia アズキナシ

Sorbus commix，師 ナナカマド

Spi'r81田 japo血 ca シモツケ

アサ科 Cannabaceae Humulus lupulus v. cordifo/ius カラハナソウ

イラクサ科 Urticaceae Boehmeria tricuspis v. unicuspis クサコアカソ

ブナ科 Fagaceae Pagus japonIca イヌブナ

Quercus mongolica v.grosses，町Ta臼 ミズナラ

カバノキ科 Betulaceae Alnus hksuta v.sibkIca ヤマハンノキ

Betula da閉口'ca ヤエガワカンパ

Betula erm四 H ダクカンパ

Be白liaplaひphyllav.japonIca シラカンバ

Coη1us sieboldi組 a ツノノ、シパミ

アブラナ科 Cruciferae A四，bishIr皿rta ヤマハタザオ

ムクロジ科 Sapindaceae Acer dis，旬i四 ヒトツパカエデ

Acer j畦ponicum ハウチワカエデ

Acer micranthum コミネカエデ

Acer ruffnerve ウリハダカエデ

ウルシ科 Anacardiaceae 五'hustri目'chocarpa ヤマウノレシ

アジサイ科 Hydrangeaceae Hydr，宙望rJap国語cuJata ノリウツギ

ツリフネソウ科 Balsaminaceae hnpatiens textori ツリフネソウ

サクラソウ科Primulaceae Lysi盟8chiacle，出'roides オカトラノオ

Lysimachia japoL謡曲 コナスピ

マタタビ科 Actinidiaceae ActInidia kolomikta ミヤママタタビ

ツツジ科 Ericaee Monotropastrum globosum ギンリョウソウ

時間18nephrophyJJa マノレパノイチヤクソウ

五盟ododendronjaponIcum レンゲ，/，y.ジ

励。dodendronjaponIcum f. glaucophyJJum ウラジロレンゲツツジ
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(続き)

Dicotvledons真正双子葉植物

科 学名 和名 外来種

リンドウ科 Gentianaceae Gentiana scabra v. buergeri リンドウ

Ga四tianazollingeri フデリンドウ

HaJenお corniculata ハナイカリ

キョウチクトウ科 Apocynaceae CYlヲanchumcaudatum イケマ

モクセイ科 Oleaceae f子'axinuslanuginosa アオダモ

L与ustrum釘'chonoskii ミヤマイボタ

シソ科 Labiatae αInopodium chinen盟 v.parvi量'orum クルマパナ

芦田ellavulgaris v.lilacina ウツボグサ

ハマウツボ科 Orobanchaceae Euphrasia. maximowiczjj タチコゴメグサ

Pedicularis resupinata シオガマギク

オオバコ科 Plantaginaceae Plantago asia白ca オオバコ

VeroniC8 rotunda v.petiolata ヒメトラノオ

Veronic.酷凶'l11sibiricum クガイソウ

ウコギ科Araliaceae AraJia cordata ウド

KaJopanax pIctus ハリギリ

セリ科 Umbelliおrae Ange]jcfJ. decursiV8 ノダケ

Ange]j，曲 edulis アマニュウ

Angelica pubescens シシウド

Bupleurum lon.豆Tadli出血 v.elatius ホタ/レサイコ

レンプクソウ科 Adoxaceae Viburnum !iJrcatum オオカメノキ

スイカズラ科 Capriおliaceae Pai廿inIascabiosaefo]ja オミナエシ

Scabiosa japonica マツムシソウ

WeIgela d田~or8 ニシキウツギ

キキョウ科 Campanulaceae Adenophora triphylla v.japonica ツリガネニンジン

cl!皿P田叫~punctata v.hondoensis ヤマホタルブクロ

キク科 Compositae AchIllea aJpInB ノコギリソウ

Anaphalis margaritacea v.拙 19ustior ヤマハハコ

ArtemIsia fi哩 0福田 オトコヨモギ

Artemisia princeps ヨモギ

Aster ageratoides v.ovatus ノコンギク

Aster glehnii v.hondoensis ゴマナ

Aster scab掴「 シラヤマギク

Atractylodes japoni，団 オクラ

Cirsium dip坦'COlepIs モリアザミ

σTsium japonicum ノアザミ

Cirsium nipponicum v.incom凶皿 タイアザミ
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(続き〕

Dicotyledons真正双子葉植物

科 予名

キク科 Compo田tae Cirsium tana.kae 

Erigeron annuus 

Erigeron stn注vsus

hupatorium chinense v. sachaJinense 

Eupatorium Hndleyanum 

壬{ieraciumunbellatum v.japonicum 

lxeris denta抱

lxeris dentata v.aJbiffora 

KaJimelプspinnati万da
Lactuca raddeana v. e1ata 

Leontopodium japonIcum 

Li，民!lariadentata 

月Crishieracioides v.glabresc四 S

Saussurea tana.kae 

Senecio cannabifolius 

Senecio f1ammeus v.glabrifoHus 

Senecio nemorensis 
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